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新型コロナウイルス感染症について

この度、令和2年度の近畿農政局長賞 “地域の平均単収からの増収の部”の受賞者に、
神戸市の 前田 常貴氏 が選定され、賞状授与の後、意見交換を行いました。

「飼料用米多収日本一」の近畿農政局長賞を
前田 常貴氏（神戸市）が受賞

近畿農政局では、近畿地域の飼料用米の生産技術の向上を推進するため、全国段階で
表彰された経営体以外の管内の優れた経営体を表彰しています。

・効率的な販売先を確保できれば、主食用米より飼料用米に取り組んだ方が経営的に優位と
考え、平成28年産から飼料用米の取組を開始

・当初は疎植栽培を行っていたが、密植、太植え栽培に変更し単収が増加
・経営面積を主食用米よりも収穫の遅い飼料用米に特化し、地域の主食用米の農作業も受託



－どのような農業をされていますか？－

但東町で育ち、町外で働いていましたが、地元に戻った時に
先輩に声をかけられ、手伝いとして始めたのが農業でした。
最初は軽い気持ちで「㈲あした」で働きはじめましたが、地

元の同年代の先輩も多くて居心地が良く、段々と作業も任され
るようになり、２年後に正社員となり今年で13年になります。

〈有限会社あした 山田 将吾さん〉

－農業を始めたきっかけは？－

豊岡市但東町で、水稲や野菜生産により地域農業の維持・
発展に取組む「有限会社あした」のスタッフ、山田将吾さん
にお話しを伺いました。

－今後の目標や挑戦したいことは？－

「㈲あした」では農地を集積し、水稲や小豆、但東町の特産物で
あるピーマンや山うどを生産しているほか、水稲の作業受託や町の
観光イベントであるチューリップまつり用の球根栽培もしています。
正社員になってからは機械も扱い、自分で計画を立てて作業をす

るようになったことや、受託作業や小学校でのコメ作り教室など、
地域の中で感謝や励ましの言葉をかけられることが多くなり、さら
にやりがいを感じるようになりました。

同社では、中山間地での農業モデルとして新
たに有機ニンジンの生産にも着手の予定である
ほか、今年から薬剤散布用のドローンも導入し、
自身も試験運用に携わることになっていて、新
しいチャレンジも始まるのでワクワクしています。
農業での独立をめざす先輩や、全く農業が初めての後輩など、色々なスタッフがいますが、

いつでもいろんなことを話し合える仲間で楽しい環境です。自身は、地域の人に頼られる存在
であることを嬉しく思っているので、期待に応えられるよう、これからも同社で頑張って地域
に貢献したいと思っています。

土づくりにこだわった米や、農薬や化学肥料
を減らしたこだわりのピーマン、丁寧な温度管
理で栽培した山うどなど、どの生産物もおいし
く食べていただくことを想像しながら心を込め
て作っています。

”有限会社あした”のみなさん

山うど

地域の感謝や励ましに応え、ますます貢献したい！

農林水産省では、食育に対する国民の意識を把握し、今後の食育推進施策の参考とするため「食育に関する
意識調査」を実施され、その結果が公表されました。

令和2年度「食育に関する意識調査」の結果が公表されました
～新型コロナウイルス感染症の拡大で、特に若い世代の食生活に変化～

その中の項目の「新型コロナウイルス感染症の拡大による食生活の変化」について
では、感染拡大前に比べ自宅で食事を食べる回数が増えたという回答した人の割合が
高く、特に若い世代（20～30歳代）では、54.4％が増えたとの回答でした。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/210331.html



詳しくは

－栽培方法などに特徴はありますか？－

〈箸荷いちご園 吉川 知弘さん〉

－就農したきっかけは？－

～いちご栽培で多可町を活気づけたい～

多可町でいちごを栽培している「箸荷いちご園」
代表の吉川知弘さんにお話を伺いました。

サラリーマンで営業に携わった後、多可町農林業公社
で働いていましたが、2019年の解散に伴い、ハウスを
個人で引き継ぎました。
公社時代のいちご栽培の責任者としての経験を活かし、

自分で生産したものを自分で販売することに魅力を感じ
たのが就農したきっかけです。
現在は、６棟のハウスで、章姫、紅ほっぺを中心に７

品種を栽培し、いちご狩り(1～６月末頃まで)とハウス
横の直売所、ふれすこ西脇店、北はりま旬菜館等で販売
をしています。

現在は高設溶液栽培で栽培容器の違う２つのやり方で栽培しています。
多くの品種を栽培していることから、いちご狩りでは、品種・栽培方法

の違う食べ比べができ、自分に合ったいちごを食べることができます。

苗作りから一人でしており代わりがいないため、夏の暑さや病気への
対策には細心の注意を払う必要があるなど苦労も多くあります。そうした
中で、いちご狩りに来てくれた人と久しぶりにお話をした時に、「ここの
いちごが一番おいしい」と笑顔で言ってもらえた時は大変嬉しく思います。

－仕事をする上でやり甲斐を感じることは－

－今後の目標や挑戦したいことは－

いちごが不足してしまう時期もあるので、収量を増や
していきたいと思います。
この施設の活用方法として、いちご栽培に興味をもっ

ている若い生産者には研修施設として、また、多可町内
の木材等を活用した遊具等を設置し、長く滞在していた
だけるような施設にしていけたらと考えています。

令和２年度近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

近畿農政局では、農業生産活動の持続性を確保するため、環境への負荷を低減する取組みとして、
有機農業をはじめとする環境保全型農業を維持してきたほか、食品安全・環境保全・労働安全など
の持続可能性を確保するための一連の取り組みであるGAPを推進し、表彰しています。

《兵庫県内の受賞者》

有機農業・環境保全型農業部門
近畿農政局長賞

五島農園（兵庫県明石市）

GAP部門
近畿農政局長賞

JAあわじ島（南あわじ市）

https://www.maff.go.jp/kinki/press/kankyo/210219.html

はせがい



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2021.04

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

～認定までの流れ～

農業者自らが
「農業経営改善計画」を作成

認定庁へ申請

認定庁が認定

認定農業者

自ら経営改善に
取り組むやる気
のある方であれ
ば、年齢や経営
規模を問わず、
認定を受けるこ
とができます。

認定農業者になりたい方は、自らが行う農業
経営の5年後の目標やその達成に向けた取組等
を内容とする「農業経営改善計画」を作成し、
認定庁に申請します。
認定庁は、その計画の内容が、営農範囲（農

用地又は農業生産施設が所在する区域）の市町
村の設定した目標とすべき水準（基本構想）に
照らして適切なものであるか等を審査し、認定
します。

認定庁

市町村 県 国

営農範囲が単一市町
村の区域内のケース

営農範囲が市町村
をまたがるケース

営農範囲が県を
またがるケース

本制度の交付金を受けるためには、「経営所得安定対策等交付金交付申請書」と「営農
計画書」を6月30日までに最寄りの地域農業再生協議会又は国（兵庫県拠点）へ提出して
いただく必要があります。
なお、令和3年度より申請者の押印が不要になりました。併せて交付決定通知書の大臣印

も廃止しております。

令和３年度経営所得安定対策等の交付申請手続きについて

認定農業者になるためには

新緑が心地よい季節となってきました。コロナ禍の中、何かと気分が晴れない日々が続
いていますが、先日、陽気に誘われ近くの公園に行ってみました。残念ながら桜は、少し
散り始めていましたが、木々の緑が鮮やかでなんとも言えない心地よさを感じました。
外出には申し分ない季節となりましたが、しばらくは以前と同じように楽しむことは難しい
かもしれませんが、身近なところで密を避けながら春を楽しみたいものです。（KY）

また、「ゲタ・ナラシ対策」の交付対象者は、認定農業者、集落営農、認定新規就農者
となっております。まだ、「ゲタ・ナラシ対策」に加入されていない方は、認定農業者等
になって対策に加入することをご検討ください。

今回の改正の背景や内容、また、改正のポイントについて分かりやすいポスターやリーフレット
（育成者・種苗業者向け、農業者向け、家庭菜園を楽しまれる方向け）を紹介しております。

令和３年４月１日から 種苗法が改正されました

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/shokusan/shubyoho.html

改正の主なポイントは ①海外流出や特定地域以外での栽培を制限する②登録品種の自家増殖を許諾制にする
の２点です。

(一部内容は令和４年４月１日施行）

スマホでみる農林統計のご紹介
近畿の府県別、市町別の主要農林水産統計データをスマートフォンで簡単に

閲覧できます。近畿農政局ホームページから、PDFファイルをダウンロードして
御利用いただけます。動作には、別途 Adobe Reader が必要です。

詳しくは https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/smapho/PDF/200403.pdf

近畿農政局 兵庫県拠点 地方参事官室
（経営所得安定対策担当） TEL:078-331-9951

【問い合わせ先】


